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2020 SUPER GT 第6戦「FUJIMAKI GROUP SUZUKA GT 300km RACE」(10/24-25) 
鈴⿅サーキット(1周5.807km) 
 10月25日（日）、SUPER GT第6戦「FUJIMAKI GROUP SUZUKA GT 300km RACE」の決勝が⾏われ、
14番グリッドから威風凜然に勝利を目指していったDENSO KOBELCO SARD GR Supraは、ウェイトハンディ（WH）
の影響もあってペースが鈍る苦しい展開。22周目にコースアウト⾞両があり、セーフティカー（SC）が導入される波乱が
あったが、的確な判断でピットクローズドになる前にピットに滑り込み、素早いピット作業もあって8位に浮上するジャンプア
ップを⾒せた。リスタート後から再び挽回を狙って攻めていったが、WHの影響か思うようにペースが維持できない苦しい展
開に。健闘を⾒せるも最終的には11位でフィニッシュとなった。 
 ドライバーポイントは獲得ならず（計39点）、チームポイントでは3点を獲得（計57点）、いずれもランキング6位とな
った。ウェイトハンディが半減する次戦は、11月7日（土）・8日（日）にツインリンクもてぎにて第7戦として開催される。 
 

■事前情報 
 前戦富士スピードウェイでは殊勲の逆転優勝を飾り、チームランキング4
位に浮上したDENSO KOBELCO SARD GR Supra。タイトル争いへの
サバイバル前哨戦となる第6戦の舞台は、今季第3戦が⾏われた鈴⿅サー
キット。当チームパートナーでもあるFUJIMAKI GROUPが今回も大会ラ
ウンドパートナーになり、大会名称は「FUJIMAKI GROUP SUZUKA 
GT 300km RACE」。前戦同様に観客を迎えての開催であるが、引き続
き人数と観戦エリアや場内イベントが制限されている。10月24日（土）
午前に公式練習、午後にノックアウト方式（Q1､Q2）の公式予選で、
25日（日）決勝は13時スタートの300km（52周︓約2時間）で争
われる。ドライバー交代を伴うピットストップは1回が義務付けで、今回のウェイトハンディは現獲得ポイントの倍となる78kgとなる。実
際はリストリクターによる吸気制限が2段階引き下げられ、44kgのウェイトを搭載するが、このウェイトハンディによる鈴⿅でのタイムの
落ち込みは約1.8〜1.9秒とかなり厳しい。 
 この季節に鈴⿅でのGTレースは、2005年鈴⿅が11月最終戦だった時以来となるが、今季第3戦のデータと解析結果をもとに戦
う2回目の鈴⿅ラウンド。タイトルを争うランキングトップとは8ポイント差であり、ここで一気に逆転も可能。戦う毎に強さを発揮してき
ているDENSO KOBELCO SARD GR Supra。さらなる高みへと龍が登るが如く、前回の優勝した勢いを維持しつつ上り調子で戦
いに臨みたいところ。脇阪寿一監督のもとチーム一丸となって勢い良く、威風凜然に勝利を目指していった。 
  



■公式練習⾛⾏ 
 23日（土）公式練習⾛⾏は9時20分から開始。爽やかな秋晴れ
となり気温18度/路⾯温度24度の中、85分間の混⾛セッションが開
始された。持ち込んだタイヤのうちソフト側のタイヤを装着して、まずはヘ
イキが8周にわたってタイヤのウォームアップの良さやグリップ感などを確
認。クルマは全体的にバランスは良いが、ややアンダーとなってしまうコー
ナーがあるということ。続いてハード側タイヤの評価を6周確認した。この
アウティングで1分48秒298のタイムを刻んで8番手。もう少し周回を重
ねれば、まだタイムアップする⾒込みであったが、次の評価プログラムに進
むこととし、中山に交代してソフト側タイヤを6周、セット調整を挟みなが
らハード側タイヤのリピート評価を7周実施した。このセッションでのタイヤ評価は、ヘイキと中山の総合的なフィーリングの評価で
は、どちらかといえばハード側が良いフィーリングとのこと。またクルマのバランスについてはアンダー傾向な箇所があるので、その部
分を修正していくこととなった。この混⾛セッションではヘイキが2回目のアウティングとなる13周目でマークした1分48秒298の
12番手となった。10分間のGT500単独セッションでは、アタックシミュレーションを中山がソフト側タイヤで実施。なかなか温まら
ない状況を⾒込んで早めにコースイン。中山は、4周目にその時点で8番手となる1分46秒918の好タイムをマーク。公式練
習⾛⾏ではトータル33周を⾛⾏して、最終的に順位は11番手となった。 
 
 

■公式予選 
■Ｑ1︓思うようにクルマが⾛らず、Q1で中山が失意の14位に 
 24日（土）予定より6分遅れで14時39分に始まったQ1。開始時
点で気温21度/路⾯温度30度と路⾯温度が上昇したドライコンディシ
ョン。残り8分半ほどでコースインした中山は路気温の関係もありソフト
側タイヤを装着。だが3周目に激しいコースオフ⾞両があり、赤旗中断。
⾞両回収とコース整備が終わり、残り5分で14時58分から再開となっ
た。中断による仕切り直しで集中が途切れそうになる中で、落ち着いて
再びタイヤに熱をしっかりと入れていき、6周目ラスト1周にアタックのター
ゲットとした中山は、セクター1で自己ベストを刻むも他⾞から遅れる出
だし。セクター2こそ同等タイムで駆け抜けて巧さを⾒せた中山は⻑めの
セクター3で若⼲遅れてしまう。最終セクターでの限界まで攻め逆転を図ったが、スタビリティを失っていたリアが突然ブレイクして
しまい、大きくタイムロス。ウェイトハンディとリストリクター2段階の影響からか、公式練習⾛⾏からセット変更を小規模ながら続
けていくような仕上がりで、思うようにクルマがコンディションに合わせられず、Q1で中山が1分48秒324にとどまり、失意の14位
となった。 
 
 

■決勝 
■ウォームアップ⾛⾏ 
 25日（日）11時40分から開始されたスタート前20分間のウォームアップ⾛⾏は、朝方は冷え込んだものの日が照り路⾯
温度も上がったドライコンディション。気温20度/路⾯温度31度。燃料を多く積んだ状態で、まず中山がクルマとアウトラップの
確認のため1周⾛⾏。続いてスタート担当のヘイキが2周目から決勝ペースの確認を⾏った。ウォームアップ⾛⾏は、トータル10
周を⾛⾏して、1分51秒273の13番手となった。 
 

  



■決勝レース 
第１スティント︓レース巧者のヘイキがペースに苦しむも懸命のドライビング 
 25日（日）13時決勝スタート時点は気温20度/路⾯温度32度
のコンディション。14番グリッドから威風凜然に勝利を目指していったヘ
イキが駆るDENSO KOBELCO SARD GR Supra。ソフト側タイヤ
の選択であったが、スタート直後からウォームアップに苦慮し、前とのギャ
ップが広がってしまう。その後、タイヤが温まり徐々にペースが上がり、う
まくGT300⾞両をかわしながら、8周目に14号⾞をパスして14位に順
位を戻すと、前とのギャップを削っていくレース巧者のヘイキが懸命のドラ
イビングを⾒せる。だがWHの影響もあってペースが鈍る苦しい展開に。
18周を過ぎると他⾞がピットインを始め、ピット回りが慌ただしくなると、
22周目にGT300クラスのコースアウト⾞両があり、SCが導入される波乱が起こる。騒然となる中で、脇阪寿一監督の的確な
判断でSC導入でピットクローズドになる直前ギリギリにピットにヘイキを滑り込ませた。 
 

第2スティント︓SCを利して8位にジャンプアップもWHの影響で11位フィニッシュ 
混乱の中で、いつでもピット作業ができる態勢を整えており、絶妙なタイミングでSC導入を利して素早くピット作業を終えた結
果、コースに復帰すると8位のポジションにジャンプアップしてみせた。ピットを終えていた⾞両に対して、SC導入により我々のピッ
トイン中の彼らのラップが遅くなっていたのと、我々のピット作業の速さが勝った形で、さらにSC導入中でコース復帰後にアウトラ
ップ周で抜かれることもない好都合の結果であった。そして、26周を終えるとリスタートとなり、中山は順位を再び上げるべく挽
回を狙って攻めていった。だがレース終盤にWHの影響からか思うようにペースが維持できない苦しい展開に。WHが軽い⾞両
に抜かれる悔しい後半となってしまった。WHが重いなりに健闘を⾒せるも最終的には11位でフィニッシュとなった。 
 ドライバーポイントは獲得ならず（計39点）、チームポイントでは3点（計57点）をいずれもランキング6位となった。ランキン
グトップとの差は広がらずに済み、チャンピオンシップ争いの生き残りをかけて、ウェイトハンディが半減する次戦は、11月7日
（土）・8日（日）にツインリンクもてぎにて第7戦として開催される。 
 

 
  



■ヘイキ・コバライネン 

「⾛り始めのコンディションでは、クルマのバランスは良くて仕上がりの良さを感じていたが、次第にクルマのバラ
ンスが崩れていったんだ。コンディション変化のせいか、WHのせいか、クルマやタイヤの問題か、一体何で改
善できるのかシューティングできずに迷⾛してしまった感じだ。予選も決勝も本来のパフォーマンスを出せずに
低迷してしまったけど悪いデータでも次に活かしたい。次の2回目となる、もてぎはウェイトも半分になるし、ど
の様なパワーバランスとなるのかわからないけど自分たちが上位にいるためには、このインターバルでの準備が
重要だと思っている。もてぎでは良い週末になることを楽しみにしているよ」 

 

■中山 雄一 

「ものすごくセッティングに悩み、たくさんのことを試して、限界まで攻めた週末でしたが、結果的にうまくいきま
せんでした。今回もピットタイミングとピット作業の速さで順位を上げられて、自分の⾛りも出来る限りのことを
しながら⾛って格闘し続けましたが悔しい結果でした。新しく分かった事もありましたし、今回得たことを残り2
戦にぶつけて、⼒強いレースをします。まだポイントランキングは接戦ですからチャンピオンに向けて頑張ってい
きます。次戦もてぎで何が何でもタイトル争いに生き残れる結果を出したいと思いますので応援よろしくお願
いいたします」 

 

■監督 脇阪 寿一 

「⾛り始めからの違和感。ドライバーも悩みエンジニアも悩み続けた週末。うまく解決できずにレースがスター
トして、結果的にクルマに速さが足りずでした。思うように⾛らないクルマにヘイキと雄一は、レース中も悪戦
苦闘でしたが、その中で懸命にリカバーしようとドライビングをアジャストしながら⾛⾏してくれました。ピット作
業も素晴らしく14位から8位で戦列復帰と希望が出る展開に持ち込めました。苦しく厳しい中にもレース後
にチームでたくさん話し合い課題を⾒つけたレース。ほんの僅かな狂いが大きく結果に跳ね返ってくる厳しい
レベルのSUPER GTで、今回は悔しいレース結果でしたが、必ず次につなげます。もてぎでも、引き続き熱
いご声援のほどよろしくお願い申し上げます」 

 

■nì~äáÑóáåÖ=oÉëìäí 
Pos. No. Car Driver Time WH 

1 8 ARTA NSX-GT 野尻 智紀／福住 仁嶺 *1'44.963 32 
2 64 Modulo NSX-GT 伊沢 拓也／大津 弘樹 *1'45.054 20 
3 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本 雄資／宮田 莉朋 *1'45.348 14 
14 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra H.コバライネン／中山 雄一 1'46.324 78 

天候︓晴れ、コース︓ドライ、Timeの*印はQ2ベスト 
 

■o~ÅÉ=oÉëìäí 
Pos. No. Car Driver Time/Diff Laps 

1 23 MOTUL AUTECH GT-R R.クインタレッリ／松田 次生 1:46'27.742 52 
2 12 WAKO'S 4CR GR Supra 大嶋 和也／坪井 翔 +4.616 52 
3 8 ARTA NSX-GT 野尻 智紀／福住 仁嶺 +5.342 52 
11 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra H.コバライネン／中山 雄一 +43.821 52 

天候︓晴れ、コース︓ドライ、5.807km×52Laps 
 

  



 

■aêáîÉêë=o~åâáåÖ 
Pos. No. Driver Total 

1 14 大嶋／坪井 47 
2 37 平川／キャシディ 46 
3 23 松田／クインタレッリ 45 
6 39 中山 39 
9 39 コバライネン 28 
16 39 山下 6 
17 39 阪口 5 

Point standings after Rd.6 

■qÉ~ã=o~åâáåÖ 
Pos. No. Team Total 

1 14 TGR TEAM WAKO'S ROOKIE 65 
2 23 NISMO 61 
3 36 TGR TEAM au TOM'S 61 
6 39 TGR TEAM SARD 57 

Point standings after Rd.6 

■m~êíåÉêë=
 

      

      

      

      

      

      

      
 

■情報参照先 
 

●サード公式ウェブサイト ︓http://www.sard.co.jp 
   SARD Facebook ︓https://www.facebook.com/SARD.Corporation 

   SARD Twitter ︓https://twitter.com/SARD̲Racing 

   SARD Instagram ︓https://www.instagram.com/team̲sard/ 

   SARD YouTube ︓https://www.youtube.com/channel/UCb5NIgwwcB7MtooRFaF5FVA 

●SUPER GT ︓http://supergt.net/jp/ 
 

     
 
 

■本リリースに関するお問い合わせ先：チーム広報担当：宮本 e-mail: media@sard.co.jp 
 


